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　 東京大学技術職員研修（分子医科学関係）が11月20

日（火）～22日（木）に医科学研究所で行われた。こ

の研修は、医学部と医科学研究所とで毎年交互に開催

されているもので、技術職員の実行委員を中心にテー

マの選定や研修の企画・運営が行われている。今年は

「スプリットタンパク質を用いたウイルス膜融合のリ

アルタイムアッセイ」をテーマに、実習と関連する6つ

の講義が行われた。実習は、HIVウイルスの宿主細胞感

染の重要な指標である細胞膜融合を、スプリットタン

パク質（DSP）を指標蛋白質として培養細胞で解析する

新規手法中心に行われた。レセプター蛋白質と一方の

DSP指標蛋白質、ウイルス膜蛋白質ともう一方のDSP指

標蛋白を別々の細胞に発現させ、レセプターとウイル

ス膜蛋白質の結合による膜融合を分割された２つの指

標蛋白質の活性または蛍光により解析するという手法

などを、研修参加者が実際に手を動かして体験した。

また、「ウイルス感染と膜融合」、「分割蛋白質

（DSP）のデザインなど」、「ルシフェラーゼの酵素活

性など」、「DSPの応用、トロピズムアッセイ」、

「HIV/AIDSの疫学、治療」、「IN	
 Cell	
 Analyzerの紹

介」と題する講義では、アッセイ系のメカニズム等の

基礎からAIDSの臨床まで幅広く紹介された。講義は、

技術職員研修受講者以外にも、技術職員をはじめ、教

員、ポスドク、大学院学生から延べ107名の聴講があ

り、質疑応答も活発に行われた。参加者からは、「最

新の技術と解析機器に触れさせて頂くことができ、そ

の原理を理解できたことは大変良かったと思う。」な

どの意見が寄せられた。
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